
このたびは本機をお買いホめいただきましてまことにありびとうございまず。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書 J 巧び別冊の「工事説明書 J をよく読 
んで、正し<使用してください。 

この「取扱説明書」は、 S 麵の「工事説明書 J 、保証書と共に必ず保管してくだ 
さぃ。 

•取扱説明書、工事説明書を紛失された場合は、お買い求めの販売店にご相 I 炎くだ 
さい。 
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のま全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するたゆに、 
化ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死こ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示しています。 


,、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 

ホ覃 (C AUTI niM ) び傷害を負う可能性や物的損喜の発生が想定され 

ククレ、\ ゾ る内容を示しています。 


お守りいただ<内容を、次の絵表示で区分していまず。 


告 (WARNING) 




この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 


A 


この絵表示は、「ま意」 
していただ < 内容です。 



この絵表示は、必ずして説明文中の r お願い」 事頂は、本機を誤りなく正し 
いただく「指示」内容です。くお使いいただくための内容び記載されています。 


告 (WARNING) 


I ★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油ま、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の混入でわ、火災の原因になります。 

位®喔) 

r 7 ガソリン禁止 


皮給排気筒プ閱そく危 liJ 

給排気筒トツプの周りび雪でみさびれたままで 
使用しないでください。ふさびれているときは、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 


がミ排気筒(管，をース L 夕咕®哟 

給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運乾中に排ガスび室内に漏れて、 


を険です。 



0 


★巧類の乾燥厳禁 

あ類などの乾燥には使巧しないでください。 
衣類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落 
下して乂びつさ、火災の原因になります。 



0 




0 


★温風吹出□をふさびない 

を類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

あ類、紙などでみさぐと、異常燃焼や火がの原 
因になりまず。 


スプレー吿厳禁 ！ 

スプレー定やカセツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前や温風のあたる所に放置しないで 
<ださい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 



0 












のち全のたゆに必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


意 （ CAUTION) 


1兰:力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 I 

カーテン、布団や毛布など燃えやすいをののそ 
ばで使用しないで < ださい。 

ストーブの熱気で着乂して火災び発生するおそ 
れびありまず。 

可燃物との離隔距離については4ページまたは 
工事説明書の I ★可燃物との距離を離ず I を参 
照してください。/. 


み給油時消が 

給油は、必ず消火していることを確認し、他に 
火の気のない所でおこなってください。乂災の 
おそれびあります 。 A 


★高温部接触 禁止 I 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 _ 


接輔禁止 


み異常時俸用禁止」 

万一異南を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 _ 


★温風に直接をを写ない J 

温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれがあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
<なることびあ0ます。 


★腰をかけたり物 をのせない 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れがありまず。ス I ーブの上に花びんや、水を 
入れたものなどを置かないでください。水がか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 


★定期点検の実 施 

定期的 （2 年に]回程度)に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点横-整髓はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事の厳禁1 

お客さまご自身による工事はち険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 
い。 

(ストーブを移設させる場合を同じでず。） 


2 

















意 （ CAUTION) 


★油漏れ確認 

油タンク-ゴム製送油管-接合部-給油コック 
および機器等からの灯油漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

阿油び漏れていると义災のおそれびあります。 


漏れを確認 


ゴム製送ミ由管 


〇 

確認 


女指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに、指や可燃物、 
針金などの異物を入れないでください。 

けびや乂災のおそれびあります。 



度が解條理の禁止 I 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


0 

禁止 

面 

分解禁止 


★電源プラグは確実に差し込な 

題源プラグはコンセントに根元まで確実に差し 
込んで < ださい。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセントは使 
用しないでください。） 

火災の原因になります。 

濡れた手での抜を差し I よしないでくだとい。 
感電の原因にな0ます。 _ 



〇 


I ★長期間使用しないとき は電源 プラグをおく 

長期間使用しないとさは、電源プラ 
グを]ンセントか日抜いてください。 fS^ 
火災や予想しない事故の原因となり 
ま 9 0 ぉぉ -f 三 wtA, 


I ★可 燃性ガス使用禁止 I 

ス I -ーブを使巧している部屋で、巧 
燃性ガスが発生ず る もの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー)、スプレーを 使 
巧しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 


/ か、」 

C 

重源プラグを巧く 

0 

使用禁止 


給排気筒付近の可燃物近接禁止1 

給排気筒トツプのおくに、灯油や可燃物など引 
乂のおそれのあるをのを置かないでください。 
义災のおそれびあります。 



0 


0 


★改造使巧の 禁止 

改造して使用しないでください。 

また、ス I ''ーブや給排気筒には床廳 fX 1 
房用の熱交換器などを取り付けない、）/ 
でくださ isr 
乂災や、排ガスが室内に漏れる原因 
となり、危険です。 _ 

★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷ゾ — ^ 
付けた 0 束ねたり、物をのせたり加 /V \ 
王しないでください。 1 NJ 

また、電源プラグを抜くときは、コー V -^ 
ドを持って引さおかないでください。 禁止 
電源コードび破損し、火災や感電の 
原因になります。_ 

を電瑪プラグのお手入れをずる] 

とさどをは電源プラグを抜走、ほこ 
り(及び金属物)を除ましてください。崖諭 
(ほこりや異物びたまると湿気など SS 
で絶緑不良になり）火災の原因にな 
りまず。 _ } 旨の 

★お子様やお年 寄りのご 使用に注意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な 
かたびお使いになる場合は、やけど MB 
などにコいて、酬の人が充分にま WW 
意してください。 ^5^ 


-一 1 

〇 


〇 


★高地(標高1 500 m 切上)では使用禁止 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

1 弧 日〜1前日 m の場所では再調整び必要ですので、 
工事説明書の r 高地化攝^の変更のしかた i を 
参照してください。 

〇 

使用禁止 
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圧!安全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


標準据巧け例 


SOonlU 上 


堅固定金具 


女巧面に;王,骨、 I 

ほこりや、タバコの煙などにより、温風吹出□周辺の床面がミちれたり変色することびありまず。/ !\ 
また、熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびありま /，一、 
ずので、熱に強いマットなどを敷いてください。 _ _ ま 嵐 

★可燃物との距離を 離す 1 

スト-ブか！5剛の邱雛!ま玩)離隔謹は図のようにしてください。 ■■ 

薦嚇班 湖 I 



证面） 

※イ呆巧•点検のために片測は30加凶上おしてくださし、。 





ぷ60抓ムソ上 


(側前 

'-kim !! 


おお 

み•扫院 aOcni 


な扫商：いソ上 [/ 

給気仪可燃物ソ ' 

※不燃巧の場合は30饰しソ上 


給が気商トツブ 


巧饰 L ソ上け1日加し U 上 



願い （ NOT に E) 


女な油の廃棄 

阿油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


4 







互各部のなまス 






















图各部のなまえ 

操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


運転スイッチ 


運転の入’切をおこないます。 


51 使いかた」 の庶乂 かしかた、タイマー運嚴 


のしかた、消义のしかた参照 


/ 

運転ランプ 1 

点減 ……予熱中です。 

点灯 …… 運転中です。 

「同使いかた」 の1 点火のしかた、タイマー運 

乾のしかたし 

消义のしかた参照 

ノ 


給油ランプ 


点滅（運乾停止） 

灯油びな< な0自動消义しました。 


室温/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

r 闻 使用前の準備」 の I 現な時刻の設定のしかた I 、 
r 同使いかた J の I 室温調節のしかた I 、 I タィマー 
運乾のしかた」参照 


チャイルドロックランプ _ 

点灯…… チャイルド□ックが設定されています。 


_チャイルド□ックボタン 

チャイルド□ックの設定:•解除をおこないまず。 

r 固 使いかた_! の I すャイルド□ックのしかた i 参照 


f 

タイマーランプ 


点打… 

…タイマー運転待機中です。 


点減... 

■-’タイマー時刻を設定中です。 

ノ 























デジタル表示部 


■温度表示 

設定温度…… 

1日で〜32でまで設定温度を選択でさます。 
室巧温度 . 

-9 む〜35でまで表示します。 

■お温表示•高温表示 

い〇」 室内温度が-10で政下。 

「 W , 」 ……室内温度が3目で政上。 

届穿題設定温度 室内温度 


だ J ぶ 


ロタイマ- ロェ〕 


■タイマー運乾時刻表示 

タイマ-運転設定時を表示します。 


0^ 設定湿度 室巧湿度 


画晒 


■クイマ- 


ロェ〕 


■クリーニング燃焼表示 

クリー ニン グ燃焼の残り時間を表示します。 


設定湿度 


室内湿度 



〇クイマ- 


〇ェ] 


■現在時刻表示 
現在の時刻を表示します。 


設定湿度 


室内湿度 



CD タイマ- 


ロェ] 


■故障•異常により自動消义したとをのエラー表示 

自己診斷機能により、異常時には D - E - B 3 . 
Of を表示します。 

C 「耐 I 巧盾 • 異常の見分けかたと赃苗方温 」参照） 

設定:温度 室内温度 



〇タイマ- 


ロェ〕 


■エコ運乾表示 

エコ運転中を表示しまず。 

Effl 設定湿度 

I 温度 ■ |W 

■-時-計 ■ ミ • 


室内湿度 



■不完全燃焼通知機能により自動消义したとをの 
エラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回数により [HHH t ] 
〜「从 S ' W 引を表示します。 


G 給巧]設定温度 

圃 44 


室内湿度 


CD クイマ_ —エ] 

■再点义防止機能により自動消义したとをの 
エラー表示 

rWHHWj を表示します。 


\ ww \ 設定湿度 室内湿度 


HHt 卜!し! 


〇タイマ- 


口王〕 


こ)タイマ- 


ロエ〕 
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回使用前の準備 


燃料 


@燃料は、好油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の混入でも、火災の原因になります< 


0 ® d) 

ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれらび混入した灯 
油、変質阿油、汚れた财油、水やごみの混じって 
いるに[油などは、絶对に使用しないでください。 

♦な油は、おず乂気、雨水、ごみ、高温および直 
射日光を避けた場所で灯油専巧容器を使って保 
管してください。 


打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけまず 
〔义の気のない巧でおこなって < ださい） 


〇 口油 


X ガソリン 






濡れたままです。 


すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


給油の際の手順とま意 




0 


油タンクに給油する。 

•油タンクの給油□ふたをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なび5給油してください。 

♦給油の隙は、給油□フィルターを取り去らないでください。 

給油の際にこぼれた灯油をふを取る。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油ロフィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内に差し込札水やご 
みなどを吸い出して < ださい。 

給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのま意1 


•燃焼中に灯袖びなくなると消火します。 

このとを 「給油ランス が点滅し、 ブヴー 音びして異萬びあったことを知らせます。 


油タンクに灯油があるのに r 給油ランプ」 が点滅ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりび考え5れま 
す。このようなときは、 「百]使用前の華糖」 の I 給油の"しかた jfefe {もちあ巧お 3 や r 居] 使用前の準偏」 
の I 点义前の準備と確認 I 「定油面器のリセットボタンのセット」 を参照して送油経路の点検をしてください。 
•再運転する場合は、本体温度が充分下びつてから油タンクに給油し、 「運乾スイッチ J を一度 「切 J にしてか 
ら 「入」 にしてください。 


k 













[空気抜きの方法] 


•送油管の遠中が山おになったり、もつれたりしていますと、送油营 
の中に空気びたまって灯油び流れないためにストーブは「給油ラン 
プ J が点滅して運転しません。 

このよラなと走は UTF の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにを意してください。） 

①バルブを全開にずる。 

③送油管に山形搞低)びないように平引こする。 

③ ス } -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることがでさる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

④ ノりしブを全開にし、送油管か b 灯油に空気げ混じらない状態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

ミ主意：バルブを全開にしてを灯油びまったく出ない場合は油タンク 
とス I -- プ本体との落差(約弧 cm 必要)びない場合おあ 0 ます 
ので確認•処置してください。 

⑥確認でさた 5 バルブを全閉にずる。 



⑥送油管をストーブ本体に接続ずる。 I 」 セットポタン 〜 

③バルプを全開にずる。 

( D ストーブ本体の側面にある赤色の U セツトボタンを下へ1 回巧す。 ^ 

⑨スト—ブを運転ずる。 ※製品の側励こぁ ります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ストーブの置台または、送油経路（油タンクや送油管の接合部など）から油漏れびないかどうか確認してください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談くださし、。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスげ漏れ大変危険でず。 

ストーブ周辺の確認 

ストーブの周辺および給排気簡トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 

定油面器の赤い U セットボタンを、下へ]回巧してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初めや、本体設 
置場所を変更したとさ、または対震自動消火装置が作動したあと再運転す 
るとさは、リセットボタンををラー度、押しなおしてください。 

i -お願い- 

参 U セットボタンは日秒]; LL 巧し続けたり、カラーをがして押さないでください。リセット 
♦定油面器から巧油があふれたり燃焼び継続しないことがあります。 



カラー 







囲使用前の準備 


現在時刻の設定のしかた 


@のボタンは、一度押すごとに]時間ま 
たは]分間ずつ進みます。押し続けまずと連続的 
に進みまず。 

►時刻含わせをする場合は、 「時計ランプ」 び点滅し 
ている間に® • 0のどちらかのボタンを巧し 
て < ださい。 

時刻合わせがでさなかった場含は、をラー度@ 
または {§) のボタンを巧してや0直してくださし、。 


(運転停止中にしかできません） 


現在時刻び午後7時1日分の場を 
① (g) または@のポタンを1度押ず。 

「時計ランプ」が点滅します。 

(D デジタル表示を見なが 6 編のボタンを 
押して r 巧」に合わせる。 

(3) デジタル表示を見なび目のボタンを 
巧して「ぶ」に合わせる。 


it 


運転 



{WM 設定温度 


室的湿度 


画夕い つ| 



イルド資タイマ 
ロック 




電源プラグをコンセント（家庭用 
AC100V) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部は「-」表示されま 

すので、現在の時刻をセットしてください。 

•このとさ r 給油ランプ」 が点滅する場合は、 

ストーブに灯油げさていませんので、 r 面 使用前の進備 _!の I 給油の 苗 化! 证:が贈 » を参照して 
送油経路を点検してください。 



④「時計ランプ」が、点滅か S 点灯に変わり、 

設定が完了しまず。 

f -お願い- 

•ストーブの時刻表示びズレる場含は、コンセントを一度抜いて、をラー度善し込み直して、時刻を 
設定してみてください。それでお直らないとをはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 
•ストーブに初めて通電したとをや、停電後や、電源プラグを 

抜いて再通電した場を、デジタル表示は「-」表示され 

まずので、現在の時刻を設定してください。 


★省電力機能 


♦時計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能がはたらいて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の 
消費を抑えまず。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイツチ!;(がのどれかのボタンを巧すと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー待機中この機能ははた6きません。） 



\ wm 設定温度 室内湿度 

■ 湿度 ■ ■ ■ 

L 骑計画 ——H — — I 


デジタル表示部 











固使いかた 


(D r 運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

♦ブヴー音がして「運転ランプ」び点滅しまず。 

♦「温度ランプ」が点： U し、デジタル表示部に設定:温 
度と室内温度を表示します。 

ぐ田 

( D 約2分後に自動的に点乂し、「運転ラン雪 一 
プ」が点灯に変わります。 今 


-お願い- 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場ちがあります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取巧け場所より離れた所）を少し開け、半曰か 5 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

♦] 〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、 何回 お点火しないでください。 バーナー 内に灯油 
がたまります。販売店にご連絡ください。 

万一灯油びたまったことに気付かずに点火したときは、懼転スイッチ」对甲しなおして r 切」にし、 
たまった打油が燃えつきるまで待ってください。 このとき、電源プラグをコンセントか 5 抜かない 
で < ださい。 

♦点火後約5分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」 します。 

♦点火を約2分間は、対流用ファンは回りません。 

•室温が日 C 攻下の攝合は、点火までの時間は約4分になります。 

•運転開始時に閉止弁が開くため、 「カチッ」 と音がします。 


点义のしかた 




ミチヤイルド貧タイト 貧エコ 

咳）赁) 


室巧湿度 



運載 


プ 運転スイッチ デジタル表示部 

ン 
ラ 

転 
I- 
0 









固使いかた 


室温の調節のしかた 


(運乾中にしかできません） 


購入後、初めてお使いになる場合は、「ろご」巧日で）が 
設定温度となります。 

室内温度 


[ M ] 設定温度 



またはボタンを1度押ず。 

r 温度ランプ」が、点滅しまず。 

( D 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら®のボタンを巧します。 

( D 温度を下げるとさ。 

デジタル表示を見なび5&でを)のボタンを巧します。 


運転 



•温度設定をする場合は r 温度 ランプ J び'点滅している間に@ ボタンのどちらかを押してくだ 

さい。設定でさなかった場合はをラー度巧して、やり直してください。 

♦設定温度は10む〜32む、室温表示は一9で〜3日ごまで表示します。 

♦室温表示は室温び一1肥の場合 r しコ J 、 3日む拟上の場合は r,v と表示します。 

参設定された室温にコント □ー ルするために自動的に乂力を調節します。 

•一度設定温度を決めまずと、その設定温度を記憶していまずので、変更をしない限り、消火綾再運 
転ずる場合ち同一設定温度になります。 

(停電や電源プラグを抜いた後でを設定温度を記憶しています。） 


-お願し、- 

室温調節は、ストーブの位置や部屋の大舌さなどで、必ずしを前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 ___ 

このような蠕合は、ルームサーミスタを、工事説日月書の 0レームサーミスタの配線(移動 D を参照し 
て、適切な位置に付け誓えてください。 


エコ運転のしかた (運転中にしかでをません) 


エコ運きちとは… 

♦灯油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー機能です。 

•エコ運転中はデジタル表示部に巧ごご」表示をし、設定温度と室内温度は表示しませんが、な油を 
節約ずるために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度び26で1 ソ上の場合は、巧でに切り替わります。 

風設定温度より室温び約2む上昇しますと、自動的に消义します。自動消火した綾でち、運転ラン 
プは点なしたままになります。 

感室温が設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

理)室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温度び2ぴ C になるまで 
繰り返します。 

♦エコ運転中にまたは@ボタンを押すと、設定■室内温度表示に切り誓わ D 、 温度設定をする 
ことびでをます。 


デジタル表示部 













CH 午前目時 30 分に設定したい場含 

設定のしかた 

①「タイマーボタン」を押ず。 

初めて設定するとをはデジタル表示部の表おび 

「-」表示に変わり、「タイマーランプ」が点滅 

します。 

( D デジタル表示を見なが5鐵のボタンを 
押して「 S 」に合わせる。 

(3) デジタル表示を見なが6 お)のポタンを 
押してじで」に合わせる。 


® r エコボタン」を押ず。 

• re ご1引表示に切り替わりエ]ランプが、点灯し設定 
されます。 

•エコ 運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、 
設定が記憶されていてち消火時には表示されません。 


( Dr エコボタン」を押ず。 

♦設定-室内温度表示に切り誓わり、 エコ ランプ表示が、 
消口し解除されます。 

•電源プラグを抜いたり、停電があった場合は、自動 
的に觸除されまず。 

♦觸除媛はエコ運嚴設を前の設定温度にをどりまず。 



運転 


[WM 設定温瘦 室内漏度 


感 


ぶげる; 



チャイルド公イト 
於□ックイ^ 


■ I Ill- II ■ ■■■■■■ 11 •—•—1 V 

タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとき) 


解除のしかた 


設定のしかた 


室温によるタイマー点乂時刻の自動変更 
巧で政上^設定時刻 
0で〜1日で一設定時刻の10分前 
日む政下^設定時刻の2日分前 


このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 
動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 
にはお部屋を暖かくしておをまず。 

(室温巧む政下の場ち） 


タイマー運転をする場合は、 「[^使巧前の 準 偏」 の 兩在時刻の設定のしかた I に従って、時刻合わせを 
してからでないと、タイマー運転でさません。 












固使いかた 


♦ のボタンは、一度押すごとに]時間または 1 日分間ずつ進みまず。巧し続けますと連続的 

に進みます。 

♦時刻合わせをする場合は、 「タイマーランプ」 び点滅している間に SS のどち5かのボタンを 

押して < ださい。 

•設定で去なかった場合は、ちラー度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 


(4) 「タイマーランプ」び、点ミ威している間に r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

かし待つと、「タイマーランスが点灯してデジタル表示は現在の時刻を表示してセットび完了します。 

r -お願い-^ 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば、変更しない限り、 「タイマーボタン」 を巧し 
て 「タイマーランプ」 の点滅中に、 「運転スイッチ」 を r 入 J にずるだけで同一時刻で設定び完了します。 
(停電や電源プラグを抜いた後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

• r 運転スイッチ」 を押して、 「運転ランプ」 が点滅しているときに、 「タイマーポタン」 封甲すと、 「夕 
イマーランプ」 が点滅し、かし待つと r タイマーランプ」 び点巧しセツトげ完了します。 

♦タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場含。 

〇「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

一[タイマー運転の解除] 

@「運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

-[通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 

-お願い- 

♦通常運転中に r タイマーボタン」 を巧すと、消火して r タイマー運転」 の状態になり、タイマー運転時 
刻に自動的に点火します。 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に r タイマーボタン」 を押すと、 

1日秒間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ストーブを揺 6 して対震自動消火装置が作動したとさ 
は点乂しません。 









チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してち点火しない 
よラにしたいとをに使用しまず。 


チャイルド□ックのしかた 


♦ク IJ 一ニ ング燃焼は バーナー (燃焼部)内の巧れを除去ずるための燃焼です。 

♦強燃焼で約2時間の連続運転をしますと、デジタル表示部に 丽1品胃9を；晶 

ll：i ご S 」 を表示して自動的に弱燃焼によるク U —ニング燃焼を ■' ミ!)|| , 二" 

おこないまず。(約日分間カウントダウンします）その後自動的に IW 1 +I ! I 

もとの燃醒態にもどります。 


室内温度 


05 


クリーニンク燃焼表示 


消火後すぐに再点乂すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しば6く 
冷えるまで待ってから再点义してください。 


消义後再点乂するときの注意 


爲舰 

。秒巧しノ 


S タィマ- 



夕〕 

為 


設定窥度 室巧湿度 


運転 


①「運転スイッチ」を巧して「切」にずる。 

• 「運転ランスがしば5 く点滅してかも消灯します。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 

消火後しばらくは巧流用ファンは回乾し続けます。 
その後自動的に停止しまず。 

対流用ファンが止まるまで、電源プラグを抜かない 
で < ださい。 

^_ J 

' わ届只し" ' 

•ストーブの消义は 電源 プラグをコンセントか5巧 
きおったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

♦が出するときは、必ず消义してください。 

♦長期間留守にずるときは、必ず電源プラグをコン 
セントか6振いておいてください。 


消义のしかた 


運転ランプ デジタル表示部 





















固使いかた 


設定のしかた 

①運転中や運転停止中に「チャイルド□ック 
ポタン」を3秒む上長巧しずると「チャイ 
ルド□ックランプ」が点灯し、チャイルド □ 
ックが設定されまず。 

♦運転中は運転スイッチで消火のみ操作可能です。 

設定温度の変更などの他の操作はでさません。 
♦運転停止中はすべての操作がでをません。 


解除のしかた 

⑥チャイルド□ックが設定されているときに 1 
「チャイルド□ックボタン」を3秒 iU 上長押 J お 
しすると「チャイルド□ックランプ J が消弓 
灯し、チャイルド□ックが解隐されまず。 I 


使用上のを意 


み高温部接触譚坦 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 接触禁止 


参ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパ 
ッキン部か6も排ガスが漏れていることが考え5れ危険でず。 
使用するのをやめてお賈いボめの販売店にご相談ください。 

♦ストーブや給排気筒には、床暖房巧の熱交換器などを取付けな 
いで <ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの水分 
が結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を翼ぎ、不完 
全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。また、ス 
I ''ーブの寿命を短 < する原因にをなります。 

♦屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していないか、 
曰南点検してくださし、。 

•長期間使巧しない場合や、使巧期間び終わりました6、おず電 
源プラグを巧いてください。 

ほこりや汚れがついて発火ずることがあります。 

♦このストーブは、霞に対する安全機構をそなえていますが、雷 
の条件によってはス I -ーブび故障することがあります。雷び発 
生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださるとま全で 
ず。またス I -ーブをいためることをありません。 

•油成分び多量に飛散ずる場所では使用しないでください。 

•ス I -ーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音が混入 
するおそれびあります。 

•使巧中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しますと、デジ 
タル表示部に 「 f - ご」び表示されまず。このよラな場合の再 
点火は、しばらく待ってス I -ーブの本体温度び充分下がってか 
らおこなってください。 

•正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じりまず。ま 
た炎はある程度片壽ったり、ゆれることがありますび異常では 
ありません。 













国安全装置 


•ま全装置び作動するのは何5かの異常びあるときですから、下記の処置をしても正常にならないと 
きは、お質いボめの販売店にご相談ください。 

参安全装置が作動した場合は、「運転スイッチ」封甲し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
r 運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点乂操作） 


安全装置 


巧震自動消乂装置 
E - 5 


不完全燃焼防止装置 
E-B I 
ら-ら3 

E - S ^ 
HHH I 
! が 
HH HB 
HHHW 


はた5さ 


♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日1；1±) 
や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦タイマー運転中に弓を表した場合、夕 
イマー運範は解除されます。 


参運転中にストーブ本体近辺の室内空気に巧れ 
び発生した場含、不完全燃焼による危険を防 
止するために、自動的に運転を停止します。 

(と一•弓，'から，？一,弓5表示） 


•不完全燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとき、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に運転を停止 


します。 


(HHH /けら , S ' 朗 表示) 


参再点火防止機能 

不完全燃焼防止装置が連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するため、自動 
的に運転を停止しまず。 （ HHHH 表示） 

再点火防止機能び作動すると、 i ；! 後の点火操 
作びでさな < なります。 


点义安全装置 参点义ヒーター-電礎ポンプ-燃焼用送風機な 

え■を どの故障により点火しないときに、運転を停 

止します。 


停電安全装置 

E - 0 


燃焼制御装置 
E ~ •弓 


過熱防止装置 
‘り? 


参運転中に停電や電源プラグを抜 < などして電 
源が切れたときは、自動的に運乾を停止します。 
•再び通電されてち運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
—運転は解除されます。 


•燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 


♦对流用 フアン モーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス I -ーブが異常過熱したとさ、また 
はフアンフイルターにほこりびつまった場合 
に、乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止 


します。 


表示は安全装置び作動したとさの エラー 表示です。 

詳しくは、 「 II 日 I 故障•異常の見分けかたと処置方法」 を参照してください。 


処 置 


参地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異窜びないことを確認し 
てから再点火してください。 


•部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し 
てか5再点义してください。 


♦部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し、 
電源プラグを差し直して再 
点乂して < ださい。（版売 
店にご相談ください。） 


•販売店にご相談ください。 


♦点火 ヒーターの 故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
—ナー底に灯油びたまりま 
ず。たまった灯油をふさ取 
つてけら、 ご使巧ください。 
(販売店にご相談ください） 


参再点乂操作をします。 
♦現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 


♦巧点火操作をします。 


♦フアンフイルターのほこり 
を取り除いてから、再点义 
操作をします。 

♦処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを r 切」にして、販 
売店に連絡してください。 


-お願い- 

すべての赃置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度び充分下 
びってからおこなってください。 




3 点検-手入れ 


点検-手入れをおこなうときは 


♦点検■手入れをおこなラとさは、ストーブを消乂し、ストーブび充分冷えてか5、必ず電源プラグを抜 
いておこなって < ださい。 

♦部品に触るとさや、内部を掃除ずるときは、手をけびしないように、手袋をはめておこなってくださし、。 
参ストーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色しまず。 

♦電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに 


I 女周囲 の状態 I 

•ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

♦ス1-ーブはいつを清潔に掃除して < ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のをとですし、スト 
ーブのいたみを早めまず。 

♦給排気筒及び h ップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにして < ださい。 

★ 1 ^ 

♦ス I -ープについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでみき取 
って <ださい。 

良:琴請;^ 

•燃焼中に排ガスのにおいがしたり、給排気筒卜 
ツプか5すずび出ていないか確認してください。 
臭萬びあれば販売佐に連絡してください。 


油 漏れ、油のたまり、油のにじみ 

参送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどラかを調べる。給油の 
とさこぼれたな油はよくふさ取ってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているとさは、消乂操作をし、原因を確かめ 
防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確認 
した後、漏れたな油を取り除いてか5点火操作 
をして < ださい。 

★ゴム製筋由言 

♦ゴム製送油管をみし®ばてひび割れしていた5 
交換して < ださい。 

♦ホースバンドのゆるみびあれば締めなおして< 
ださい。 

♦ゴム製送油管は2年に]度は新しいをのに交換 
されることをおずずめします。 


1箇月に1固 LU 上 


★のぞを窓 I 白 t フアンフィルター 


•のぞさ窓びずすで巧れて < るよ 
ラな場合や、破れがある場合は、 
販売店に相談の上、修理交換し 
て < ださい。 


•ストープ背面のフアンフイルターのねじをはずし、引定抜いて 
けら、 ほこりを掃除機などで取り除いてください。 



I ★ルーパーのほこり 

♦ルーバーが巧れたり、ほこりが付着した場合は、掃除機や、 
固くしぼった濡れ雑巾などでふき取ってください。 


公 















女油タンク 


♦給油ロフイルターびごみやほこりで目づまりし 
ますと、給油時に給油□よ0あ&れ出たりしま 
す。給油□フィルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取0除いてください。 


I ★油 タンク巧の水 

•油タンクに水やごみがたまっているようでした 
日、ドレンあきや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水やごみを取り除いてください。 


I ★電源プラグ-コンセント I 

♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると火災の原因 
になることがあ0ます。 3箇月に]〜2回電源プラグをコンセ 
ントか5抜いて、付着したほこりや巧れを取0除いてください。 


★定油面器のストレーナ 


参定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ)のとさ、なのよラに丹油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

⑤定油面器のストレーナの取出□に容器をあてがっておを、2 
本のねじをはずして、ストレーナを抜き出ず。 

⑤ スト レーナを 灯油で洗浄する。 

@ストレーナを元通りに取り付け、こぼれた巧油をふき取る。 

⑥ 油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れびあるかないびを点検する。 





★パッキン 


•燃焼中、室内ににおいがこちるような場合は、 
とくにを意して点検してください。 

•燃焼筒とバーナーの接続部 
•点火ヒーターの取り付け部 


り乂ヒー ター I 

♦点乂ヒーター及びパッキンびち<な0、切れた 
り、すさまなどがあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談 < ださい） 


燃 焼リング、バーナー、燃焼 筒、熱交換器 I 

•燃焼リング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損ずることびありまず。とさどを点 
検し、変形や焼損していたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


女給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒、扫掃筒やパッキン部か5排ガスが漏れてい 
ることが考え5れ危険です。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


•給が気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 U ング)は耐熱性の 
をのですが、2〜3年で炭化することびあります。ゴムの硬化及び割 
れなどびある場合には、においや排ガスが漏れるおそれびあ D ますの 
で新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさびっていないか点検してくだをい。 



日1」ング 

種類 

運動用日リング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ|」=1ンゴム 


ぶ 














固点検-手入れ 


地震などの災害び発生したときの点横について 


♦地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前におず巧の点検を実施してください。 

请検内容 


•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの列れ、漏れの点横 •送油経路からの油漏れの点検 

♦点検で異常がみつかったとをや、点検した後に使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目がしみる 
場合は、使用を中止して、販売店または別紙の[お客様相談窓□…覧 I に修理依頼をしてください。 


国定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適にを全 
にお使いいただくた创こ、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お質いホめ店、または修理資格青〔（財） 
日本石油燃焼機器保守協を ( TEL 03-34 日 9-2 目 28) でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術 
管理:±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 


V ノ 

f 定期点横の内容 1 

墳 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器•ストレーナの掃除 ♦油タンクの水振を 

♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5を•操作部品-動く部品のはたら去 

消耗しやずい部品 
の点検-交換 

♦点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、ゴム製送油管 

掃除-点検■整備 

\ 

♦本体内部、フアンフ ィ ルター、巧流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 
•各接続部のパッキン、 0 U ング•給排気経路の接続、つまり 







哥法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


•この製品は消費生活用製品安全ま(消安法)におめ5れた特定保守製品です。 

•特定保守製品は、お客様自身による保守び難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
ため、消ま法により長期使用製品安全点検制度の对象に指定された製品です。 

•点検期間に法を点検(有償)を受けていただくことび求め5れています。 

•この製品の設計標準使用期間は8年としていますび、製造年か57年後の日月から9年後の6月まで 
を法定点検期間と設定しています。（具体的な法定点検期間については本体に表おしていまず。） 

ご登録いただいた所有者情報に基づさ、点検通知を送付いたします。 


•特定保守製品とは… 

消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる劣化(経年劣化）により安全上支障が生じ、一般消 
費者の生命または身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれびをいと認め5れる製品であって、使 
巧状況等か5みてその適切な保守を促進ずることが適当なをの(消安法第2条第4項)として指定された 
製品です。 

♦法定の点検期間が到来した5点検を受けましょう。 

•特を保守製品は、経年劣化による重大事故を防止ずるために、製品毎に設定された点検期間中に点 
横を受けることげ製品の所有者の責務として求められています。（消安法第32条の 14) 

本製品に表示されております点検期間び到来しましたら、忘れずに点検を受けましょラ。 

• また、本製品にはタイムスタンプ(点検時期告知)機能び搭載されてお0ます。使用時間が設計標準 
使用期間相当になりましたら、デジタル表示部に]分間に1回「88 8」を表示してお知5せしまず。 
使用状況によってタイムスタンプ機能が設計標準使用期間とずれることもありまず。タイムスタン 
プ機能を解除したい場合は、株式会社トヨトミ業務課日日 2-822-1] 44へご連絡ください。解除し 
た場合でち設計標準使用期間か5さ5に1年相当の使用期間があったとさに、再度タイムスタンプ 
機能びはたらさまず。 

• なお法定点検後お使用を継続ずる場合には、こまゆに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
び本製品を安全にお使いいただくために必要となりまずので、ごま意ください。 

•法定の所有を登録をしましょう。 

• 特定保守製品の所有をは、この製品の製造(輸入)事業者に法定の所有者登録をすることが求ゆられ 
ております。（消安法第32条の8第]項及び第2踩製品に同栖した「所有者票」に記載して投函または 
政下の連絡ちまにてご登録をお願いします。 未だご登録がお済みでない方や、所有者登録の內容に 
変更が生じた場合には、速やかにご登録をお願いします。ご登録されていませんと点検通知の送付 
がでさまはん。 

• ご登録いただいた所有を情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安を巧策のち 
とに管理し、法定点検、1」コール等製品ま全に関するお知5せをする場合政がには使用致しません。 

• 所有者票がお手元にない場合は、お問い合わせ連絡先にご連絡ください。 

■所有者登録の方法 

• 所有着票(退信八ガキ)でのご登録 

製品に同相されている所ちち票に必要な事項を記載の上「保護シ ー ル」を貼り付け返送願います。 

• インターネットでのご登録 
下記のアドレスから登歸いただけます。 
http://www.toyot 曰 mi.jp/] Oken.html 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミ業務課日 52-82 吕 -1 144へご連絡くださし、。 

受付時間は、受付時間/平日目： 00-17 : 00 

※年ま年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/profile/office/index.html 

♦法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいた方に、法定の点検通知をいたします。（消まま第32条の 12) 

引っ越し等で所有を登録の巧容に変更げ生じた場合には、上記の変更登録をお願いします。 

変更登録をされませんと点検通知の送付ができません。 





图法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


【本製品の設計標準使用期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を 8 年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されまずと、経年莫化による発火-けが等の事故にまるおそれびございます。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使巧期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使用し、適切な維持管理がおこなわれた場合に、安全上支障なく使用することびでさる 
標準的な期間と して 設計上設定される期間で、製品毎に設定されるおのです。（消安法第 32 菜の 3) 

^一力一無償保証期間とは異なるをのですのでご注意ください。 


く 設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使用期間は、製造年月を始期とし、日本工業規格 J に S 2073 「家庭用密閉燃焼式 
石油温風暖房機の標準使用条件、標準加速モード及び試験条件」に基づさ臥下の使用条件を想定して、 
当社において耐义試験等をおこなった結果算出された数値等に基づを、経年禁化により安全上支障が 
生ずるおそれげ菅しくかないことを確認した時期を終期として設計標準使用期間を設定しております。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2, 已〇曰時間 


] 回 /h 

暖房設を温度 

2 2 ご 


また製品の設計標準使巧期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年相当と算出し 
ていまず。 

くご注意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使用条件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂いた塌合においては、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれがをくなることが予想されまずので、製 
品に表示している点検期間より右早期に点検を受けましょう。 

.具体的な点検期間は、当社業務課(日日 2-822-1 144) にお問い合わせください。 

•製品を目的外の用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合ち設計標準使用期間の到来前に経年劣化等による重大事故発生のおそれが高まる 
ことが予想されまずび、’このよラなご使用は、お控えいただ<よラお願いいたします。 


[点検をおこなラ事業所の配置その化体制に関ずる事頃】 

本製品の点検に関するお問い合わせは政下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社トヨト S 業務課 
Tel : 日己 2-822-1 144 
Fax : 052 -822-2742 
♦受付時間/平日 目：日日 〜17 : 0 日 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスからご覧いただけます。 
http;//www.toyotomi.jp/profile/office/index.html 
♦点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場合は別途整備費用が発生いたします。 

点検料金は技術料、出張料を含計した金韻となります。なお点検料金の設定の基準は、下記の 
アドレスか 5 ご覧いただけます。 
http://www.toy 曰 t 曰 mUp/tyouki/index.html 
• 具体的な点検料金につをましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

♦点検等に関する事業所は、 r お客様相談窓 □一覧 1(別紙参照)に記載の支店-営業所になります。 










【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期副 


点検項目 

整備用部品 

口 5 口 □ぶ 

保有期間 

C 1) 燃焼制御装置 

炎検巧装置 

10年 

(2) 安全装置 

巧震自動消乂装置、不完全燃焼防止装置 

10年 

(3) 過熱防止装置 

バ'イメタ J レスイッチ 

1日年 

C 4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

10年 

(己）燃焼状態 

熱交換器、点乂ヒーター、燃焼リング 

1日年 


※上記部品は経年劣化により不具合び発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年でず。 

[本製品の清掃その他日常的におこなうベさ保守の内容巧びその方法】 

♦本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においてち曰常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただくようお願いいたします。 

♦本製品の取扱説明書18ページ 「囚点検•手入れ」 に記載の方法で清掃やま全確認をおこなってください。 
♦清掃や異常を感じた場含の措置をおこな ラ 隙には、製品の運転スイッチを「切」 にして 電源プラグを振い 
てからおこなってください。 

♦本製品の取扱説明書23ぺージ 「画故障•異常の見分け方と処置方法」 に基づいて調べて異常び生じた 
場合は、直ちに使用を中止してお質い巧めの販売店に連絡してください。 


画故障.異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確認してくださし、。 
下表のよラな状態は故障ではありません。 



が 態 

説 明 

点 

火 

消 

乂 

時 

初めて使用すると去、けむりやにおいび出る。 

製品の塗料やノ くッキン、燃焼部に付着した油や 
ほこ0などが焼けるためです。 

点乂-消火時に r キシ S 音」げする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点乂しておすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部 
が廳まると自動的に出ます。 

初めて使用ずるとさは、電磁ポンプの振動 
音が大きい。 

ポンプ内に空気が湿入しているためです。しばら 
くずると止まりまず。 

点火. 消火時に「ポッ」という音びする。 

着火-消火音です。 

燃 

焼 

時 

\ 

「カチカチ」時計のよラな音びずる。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部がうすホく赤熱す 
る。 

異常ではありません。 

とさどを黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 
























画故障.異常の見分けかたと処置方法 






ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 


コント□-ラ 


不良な油を使用した 


油タンクに水び入って 


^ 参燃焼中 r カチカチ」音がすることがありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
於中が-表示は「デジタル表示」(ェラ-漏を示します。 



油タンクにな油びない 


対震自動消火装置び作 
動した 


電源プラグをコンセン。 
卜に差し込んでいない U 


停電した 0 


_ 故恆-目刻斬チェッソま _ 

処置をおこなっても改善されない場合や原因が特定できない場合や該当する現象がない場合は、お買い求 
めの販売店までご連絡ください。 


法 

ち 

置 

処 

突然ずベてのランプが消元る 
温風び出ない 
びび D 音び出る 
置台に油にじみびある 
使用中急に消える 
使用中室内びにおラ 




















デジタル表示(エラー表示)の見方 


ストープの運転中に異常び起こり消义した場合、下記のよラに、デジタル表示部に 「エラー表示」 しますので処置をしてください。 


f エラー表示 

原 因 

処置方法 ] 

E- 

0 

•運転中に電源び切れました。 

•タイマー点乂待機中に電源び切れました。 
(停電安全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火操作をしてください。 

E- 


参点乂安全装置び作動しました。 

♦販売店まで連絡して<ださい。 

td 

5 

♦対震自動消乂装置び作動しました。 

♦作動した原因を取り除を、再点乂操作をしてくださし、。 

因 

E 

♦運輕中に消火しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

國 

国 

♦プ□アモーターび故障しました。 

♦販売店まで連絡してくだごい。 

m 

陋 

♦過熱防止装置が作動しました。 

•本体温度び充分下びるのを待って、ファンフィルターを掃除し、 
再点火操作をして < ださし、。 

国 

lisi 

•J くーナーヴ ー s スタび断線しました。 

•) て一す一巧に丹;'由びたまりました。 

•販売店まで連絡してください。 

と- 

巧 

♦着火 S スを3回しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

E - 

巧 

♦ミ肖义後すクこ再点乂操作しました。 

•しばら < 待ってか5再点火操作をしてください。 

E- 

30 

♦排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点検して接続を確認し、巧点义操作をしてください。 

E - 

B0\ 

♦不完全燃焼防止装置び故隋しました。 

•販売店まで連絡してください。 

E - 

巨, 1 

•不完全燃焼防止装置が作動しました。 

♦部屋の換気をした後1ストーブ本体び充分に冷えてから、機器 
の損傷、給が気筒のはずれなど異常のないことを確認し、再 
点火して < ださい。 

と- 

E - 

BE 

b ヨ 

陋 

H 1\ 
HE\ 

♦不完全燃焼防止装置び連続作動して、不 
完全燃焼通知機能がはたらきました。 

♦上記処置をおこなった後、輩源プラグを麗し直して再点火して 
ください。処置をしてを繰り返し作動するとさは、販売店まで 
連絡してください。 

\HH 

陋 

HEI\ 

励 

HH\ 

•さ日に不完全燃焼防止装置び連続作動して 
再点火防止装置びはた！5さました。 

♦販売店まで連絡してください。 

口 

0F\ 

•起由面器内の灯ミ由面び上算しました。 

♦販売店まで連絡して < ださい。 


給油ランプ点滅 

♦ストーブに灯油がをていません。 

♦油タンクに灯油を入れてください。 

— 

— 

( fl 4 傾 巧 前の華備」の i 給油のしかた1参照） 

巧油びある場合は送油経路を点横してください。 

パ‘一表示点滅 

♦タイマー点火時刻び設定されていません。 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー点火時刻を設定してく 
ださし、。 

\ 

H , 

♦室温び3日で！; Lh になりました。 

•ルームサー S スタの取0付け位置びよく 
ありません。 

♦ルームサー S スタの取り付け位置を確認し、適切な位置に移 
動させて < ださい。 

ノ 
















画故障.異常の見分けかたと処置方法 


{ エラー表示 

原 因 

処置方法 


L 〇 

•室温げ 一 10む切下になりました。 

参ルームサ ー S スタの不良、断線、または配 
線抜けです。 

♦ P ぶ売店まで連絡してください。 

防 

的 

•クリーニング燃焼中。 

(約日分間カウントダウンしまず。） 

♦約日分後に自動的に通常運窗にをど0ます。 

全消口 

•省電力機能び作動しました。 

♦操作部のいずれかのボタンを巧して < ださい。 

E 旧 

、 病 

8 

麻 

♦点検時期になりました。 

1 

•m 法定点検（長期使用製品を全点検制度） を養照してくださ 
い。 

ノ 


回部品交換のしかた 

r \ 



1 ★分解修理の禁止 > C \ 

A 江思 

故障、破損した目使用しないでください。 V jV 

不完全な修理は、危険です。 4^解な止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼 U ング、電磁ポンプ、点火ヒーター、 

パッキンなどの交換部品び必要な場合は、お買いまめになった販売店にご相談ください。 

♦部品交換の隙は、必ずトヨト S 純正の補修部品をお使いください。純正の部品がを使用して万 
__一故障や事故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。_ 

不完金な修理は盾険です。修理をお受けになる場合は、財圆法人曰本ち油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ樹称覧理講習会修了者(石油機器巧術管理±)などのいる販扉店で修理されることをおすすめします。 

圆保管(長期間使用しない場合） 

♦ス I -ーブを保管する場合は、 「じ]点横*手入れ」 の項を参照して、ス I ''ー ブの手入れをしてから保 
管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてか5保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-乂気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをス I -ーブ 
の上には重量物をのせたり、人がのったりしないよラ配慮してください。 


1 ストーブを長期間使用しないで保管するとをは、必ず電源プラグをコンセントか日抜を、油タンクの 
バルブを閉めてください。 

2 ストーブを使用ずる季節が終り格納するとさは、油タンクの灯油を市販の給油ポンプで全部巧き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して口油で洗浄してください。 

( n 7 1点検•手入れ」 の r 定油面器のスト。一巧 参照) 

. -お願い-^ 

油タンクの灯油を抜くときは、送油管の口油を完全に巧いてくださし)。な油が残っていると翌シーズ 
ンに使巧ずるとき、つまってな油が流れなくなりまず。 


3 ストーブや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった属れ雑巾や、薄めた中性洗剤でミちれを取り、乾いた巧で水気をふさ取って<ださい。 
•シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

4本体にほこりがたま6ないよラ、適当なカバーをかけてください。 

S 5附属品と「取扱説明書」- r 工事説明書」-「な証書」も紛失しないよう同時に保管してください。 







固仕様 


f 型式の呼び 

FF - SV 30 A 


種 類 

密關式石油ストーブ•ポット式•強制給排気形•強制対流お 

点火ち 式 

電気点火 

使 用 燃 料 

巧油 （ J 侶1号） 

燃 焼 状 態 

最 大 

最 ル 

燃料消費量 

3.4 日 kW (日.33日 L / h ) 

1.18 kW (0.11 日 L / h ) 

発熱量 

12560 kJ/h 

4260 kJ/h 

熱効率 

86,0% 

8日.日％ 

暖房 出力 

3.日日 kW 

1.02 kW 


__彭寸 法 

費 量 

電源電圧及び周波数 

走：格消費電力 

給排気筒の型式の呼び 
給排気筒の呼び径 


給排気筒の壁貢通部の孔径 
排 気 温 _ m 
麗茄ヒューズ 

安全装置 


■送油経路図 


高さ日 40 mm . 幅 460 mm . 奥行3日日 mm 〔置台をきむ） 

12 k 旨 ___ 

1日日 V 50/60 HZ _ 

点火時2日日/2日 0 W 燃焼時 30/27 W 待機時1.日/日. 8 W 

最大目8日/目 SOW (点乂初期時に短時間発生） _ 

FFP -32 日 _ 一 

D 39 


/〇〜 80 mm _ 

2目日で );(下 _ 

4 A 

巧震自動消火装置-不完全燃焼防止装置-点乂安全装置-停電安全装置 
過熱防止装置-燃焼制御装置 


壁固定金具 （1 セット）’標準給排気筒セット （1 セット）-木ねじ （1 本） • 
ゴム製送油管 （ im ) •ホースバンド(ル） （2 個） 


游烧リンブ 
パ’ーナー 


巧泣ポンブ 


刚油タンク 


閉止弁付愚由面器 


■配線図 


トランス 

電源 ilJh 

点火 ヒーター 
フアンモーター 



国 I 


運転スイッチ 



白 


黒 


綠 

つ 

ホ 

ン 

緑 

卜 

青 


黒 

□ 

白 

1 

白 


黄 


赤 


白 


青 


黑 

赤 


黄 


黄 


給排気筒トップ 
フレーム□ッド 
ァ__ _ス 
過熱防止装置 I (ので） 
対震自動消火装置 

不完き燃焼防止装置 
ルームヴー 5スタ 
バーナーサー 5スタ 
ホール1 C 

油面センサー 


閉 止 弁 


27 







因アフターサービス 


保証について 


♦添付しておりまず保記書は販売店で所定事環を記入してお渡ししますので、お黄け取りください。記載 
內容をご確認のラえ大切に保管してください。 

♦な証期間はお買い巧めの曰より1年間です。 


修理を依頼するとを 


•r [四 故障•異常の見分けかたと処置方法 J に従って、お調べください。直5ないときは、ご使巧を中止 
し、おず電源プラグを抜いてか！5、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は;欠の通りです。 

① 品名… FF 式石油暖房機(密聞式石油ス I -ーブ） 

② 型式の呼び… FF - SV 3 日 A 
感お買い求め年月曰 

④故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
まず。 

♦保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でをる場含には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
さまず。 

♦修理料金は、技術料.部品巧，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-を意事項および通常使用に反し 
て使用された場含の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について I 


♦密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

輯居をれる場运 


•このストーブは電源周波数孤、抓 Hz とち同一仕様です。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要です。工事説明書の I 高地仕様への蜜雷^しか； を参照してください。 


A 注意 


故障、破損した5使巧しないでください。 
ホ完全な修理は、ち険でず。 


分解禁止 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、 I お客様相談窓口一賣 
紙参照）までお問い台わせください。 




(別 













画据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼する 


♦据付けや移設工事は販売店または据わ f 業者に巧頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~~ 

♦据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法をの基準がありまず。工事説明書 
の「まをのために必ずお守りくださし U をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してくださし、。 
♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


_ 給排気筒を延長する場合のを意 _ I 

♦給排気筒を延長ずる場合は、3 m 3ながり L ソ下で取付け5れる場所を選定してくだをい。 

_ 積雪地区における注意 _ 

♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさびれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こすことがあります。 


_ 据付け後の確認 _ 

♦据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の巧をのためにおずお守りくだをい」をお読みになり、 
工事説明書に記載されている通り据え付け5れているかどうかを確認してくだをい。 

_ 試運転 

•試運転は、販売店または据付業看とご一緒に必ずおこなってください。 


mmmm 

1「「句使用前の準備」 の 「給油のしかた」」点义前の準備と確認 I に従って運転準備をしてください。 


1•「固使いかた」 に従って運転させてください。 



巧期運輯時の異常現象 

•ご購入されて初めて使巧されるとをに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場食がありまず。 

このような場合は、お部屋の窓（給が気筒トップ取巧け場所より離れた所）をかし開け、半日か!5 
1曰程度、「強」運転をしてください 

♦送油管の遠中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気がたまって油が流れ 
ないことびあります。 r 「 年 1 使用前の準備」 の I 給油のしかた I ^^7^け巧ぉ^ にがってな油鲁の中 
の空気を抜いて < ださい。 


正常運乾の目ま 

♦正常運乾持のバーナーの炎の色は、黄乂びとさどさまじる青炎です。 


消火の手順 


•ri5i 使いかた j の I 消火のしかた I に従って消乂操作をしてください。 






















1 愛情点検 1 

ム巨かマ、化 k づの占が tel ^ FF 式ストーブの補修用性能部品の 

★長年し使用の F 問ストブの…、検を！ 保有期間は、製造打切りを7年です。 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

•ミ由ちれする。 

•点乂しにくい。 
•強いにおいがずる。 

♦炎が異常に黄色い。 
♦運転 中 異常な音がずる。 
♦その他の異常•が障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントか6電源ブラ 
グを巧いて、必ず販！店 
に点検•修理をご巧頼く 
ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


f 

型 式 

FF-SV30A 

1 

：お買い求め年月日 

: 

- . - — -v 

1 年月 曰 

' ぉ買議店名 i 

(電話番号） （ ） 一 


株式会社 1 - 31-5 

ホームぺージ http :// www . toyotomi.jp 

本社干4已 7-08 己己 

名ち屋市瑞穂区桃園町己番17号 
フ U — コー J レ 0120-104-154 
TEL 〈0曰 2〉82 S - リ44 
FAX く〇已2〉 822-2742 






